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比較惑星学的視点の導入による太陽惑星圏環境研究の展開
Development of the solar-planetary environment studies based on inter-planetary compar-
isons
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惑星表層から惑星近傍の宇宙空間に至る惑星の勢力圏を「惑星圏」と呼ぶ。中心星である太陽の進化に対し、この惑
星圏がどのように応答し進化してきたのか。世界的には、この問いに密接に関係する、太陽進化、惑星大気流出、惑星
気象学等の研究が急速に進展しつつある。本講演では、現在の地球圏研究に関する知見を、比較惑星学的な手法を導入
することで他惑星に応用し、単純なモデルでは説明できない現実の惑星圏の姿を明らかにするための研究基盤整備と基
礎研究を行う太陽惑星圏環境研究の将来計画について紹介する。本研究では、地球型の系外惑星探索研究を推進すると
ともに、太陽系内の惑星圏について得られた知見を、系外惑星圏研究に応用する可能性を探る。また、エネルギー源と
して重要な太陽の進化に関する研究を推進する計画である。
　このために、本研究では、国際共同研究をダイナミックに展開しながら、最新の地上観測、科学衛星による探査、数値

シミュレーションなどの知見を駆使し、我が国における惑星圏環境研究の進展に寄与する共同利用を推進したい。MOA,
MAVEN, ALMA, ひさき、あかつき、BepiColombo、JUICEなどに関係する最新の惑星観測および数値実験研究を推進す
る。特に急速に新データが得られつつある、非磁化惑星の惑星圏に重点を置いた研究を行い、太陽風ー非磁化惑星相互
作用を担うメカニズムの解明に貢献するとともに、独自の手法を用いた惑星および系外惑星観測の開拓を推進する。ま
た、3D太陽圏プロジェクトとの連携により、IPS観測等を用いた各惑星軌道における太陽風推定について検証を行うこ
とも検討している。
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